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統計的震源モデルの平行成層地盤と長周期帯域への拡張
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これまで著者は強震動予測における高振動数で有効な統計的グリーン関数法を、平行成層地盤および低振動数へ拡張
する手法を提案している（久田、2006,2007など）。今回はさらにいくつかの改良を試み、1994年ノースリッジ地震の観
測記録などへ適用を行ったので報告する。
　本手法の定式は統計的グリーン関数法とほぼ同じであるが、グリーン関数に平行成層地盤の理論グリーン関数（Hisada,

1995）を用い、近地から遠地まで P波・S波・表面波など全ての波動を考慮し高振動数まで厳密に計算する。重ね合わせ
に用いる小地震の震源時間関数は統計的グリーン関数法と同じω２モデル（Boore, 1983）である。但し、位相スペクト
ルとして高振動数ではランダム位相を用いるが、低振動数では０位相を用い、低振動数におけるコヒーレント性を満足さ
せる。一方、震源放射係数として、低振動数ではダブルカップル震源の理論的放射特性を用い、一方、高振動数では大
西・堀家（2004）による P波・SH波・SV波の等方な理論放射係数を用いる。その際、P・SH・SV波をそれぞれ発生さ
せる必要がある。そこで P波は膨張・収縮震源を用い、また SH波と SV波は観測点に対して垂直な断層面を仮定し、前
者には横ずれ断層を、後者には縦ずれ断層を用いる。得られた波形の上下動はそのまま用いるが、水平動はそのままでは
SH波と SV波によって、２方向（NS・EWなど)で異なる振幅となってしまう。このため SH・SV震源でそれぞれ異なる
ランダム位相を与え、得られた２種の水平２成分を NS・EW成分で振幅が等しくなるように再配分を行う。最後に F関
数（小地震のすべり関数を大地震のすべり関数に変換する関数）には、指数型すべり関数を仮定した大西・堀家（2004）
を用い、さらに中周期帯域での振幅の落ち込みを避けるために、大地震の継続時間を短く調整する経験式を用いた。
　本手法を 1994年ノースリッジ地震の震源近傍における強震記録に適用した。その際、震源モデルはWaldほか（1996）

を参照して構築した。その結果、遠方近似 S波を仮定した従来の方法に比べ、より厳密なグリーン関数を用いているた
め、良好な結果が得られることを確認した。しかしながら観測記録と比べると、S波部分に相当する上下動が過小に評
価された。これは震源がほぼ直下ある場合、平行成層地盤を仮定する限り、SH波も SV波も水平成分に卓越するためで
ある。また継続時間も平行成層地盤による反射波や表面波が考慮されてはいるが、観測記録に比べて短めに評価された。
今後は経験式などを用いてさらに改善が必要なことが分かった。


